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＜病棟連絡事項＞
・現在のフェーズシートの変更をかけています。
WIZへのアップは、現在依頼中ですので、もうしばらくお待ちください。
シートについては、下記の点について変更をかけていますので、詳細は添付のシートの確認をよろしくお願いします。
（変更点）
　1．現行の７段階（フェーズ0～6）から5段階へ。それ
　　　とともにフェーズ3～5をそれぞれabの2段階に区分
2．基項目の見直し
現行の9項目から現場の業務項目に合わせ大項目20・中項目26として、
より現場に則したものへ変更
現場への周知よろしくお願いします。
佐藤AOM

・庶務チームより病棟WIZメールに以下3点連絡あり。
1. GW期間中の医師の勤務を添付します。各部署でご確認ください。
2.金Drの勤務変更がありますので、お知らせいたします。
5/8（日）公休⇒日勤へ変更
5/10（火）日勤⇒公休へ変更
　3.以下の当直医が変更になりますので、ご連絡いたします。
5/10（火）当直　金Dr.⇒田名部Dr.
5/12（木）当直　田名部Dr.⇒金Dr.

＜入院・入室状況＞
【転出】
・関川　節様～東病棟Cユニット5号室→南病棟Aユニット122号室

＜患者様連絡事項＞
・安達　貴浩様～胃痛時つくしA・M配合散1P　10回分、不眠時ブロチゾラムOD錠(0.25)1T　5回分処方。

・小笠原　久年様～便秘時ピコスルファートNa内用液1本処方。

・谷地　寿梨様～便秘時ピコスルファートNa内用液1本処方。

・立花　圭様～臨時薬は同内容で7日分処方。

・高柳　和子様～臨時薬はウルソデオキシコール酸錠300mg→150mgへ減量、同内容で7日分処方。

・若沢　理子様～臨時薬はフルメジン糖衣錠3mg終了、シクレスト舌下錠10mg→15mgへ増量、他同内容で7日分処方。

・丹内　栄子様～臨時薬は同内容で7日分処方。

・飯田　修子様～ボラザG軟膏2.4g　12日分(24本　2×朝・夕)処方。

・上村　由倉様～常食・常菜で提供されているが、食事摂取量の少なさや便秘傾向、腹部膨満あり、栄養スタッフへ相談し、本日夕～　全粥・キザミへ変更となる。

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前午後1時間ずつ開放観察実施。開放時、他者の私物弄りや他室侵入あり、早めに開放観察終了している。奇声や不潔行為は無い。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～10:00～14:00両手拘束解除、それ以外の時間は右手のみ拘束している。拘束解除時間やおやつの時間に大声での催促あるが不穏さは無い。操作的言動や自傷行為は無く、殆ど臥床して過ごしている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看介入・観察を行っていく。

・三浦　英男様～終日隔離中。食事は各食全量摂取。対面時疎通不良さはあるが、笑顔見られ、穏やか。壁叩きや大声は目立たない。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・小山　仁様～身体拘束中。食事提供時は拘束や環境に対し不満を話しやや声高となるが、食事の為に一時的に拘束解除すると落ち着いて食事摂取している。貼付薬のロナセンテープはいつもの薬と違うと拒否あるが、説明にて了解され、背部に貼付している。食後の再拘束も拒否・抵抗は無い。以後臥床しており、易怒性や不穏さは無い。15：00小柳Dr.、深澤Dr.診察にて著明な興奮や粗暴行為は軽減しているものの依然として病識は乏しく、多幸的である。引き続き症状の変動や衝動行為に至る可能性は高い事から終日隔離での精神症状を観察する事となり、同時刻を持って身体拘束解除の指示あり、身体拘束解除となり、終日隔離開始となる。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・松谷　さと子様～ホールにて過ごされ、他者交流も見られている。離院した理由については「色々あるのよ。言えないけど」と原因についてははぐらかしている。不穏さや妄想発言は無い。

・中居　敬悦様～希死念慮、自殺念慮、危険行為は無く日課を送っている。

・上村　由倉様～日課以外は自室で臥床している。臥床時の息切れは無い。声掛けには開眼し不調の訴えは聞かれない。

・神山　典夫様～徘徊し詰所侵入あり。声掛けには穏やかに返答しホールへ戻るが何度か詰所へ入ってきてしまう。

・山田　梅野様～ホールでテレビを見て過ごしている。声掛けには笑顔で返答あり、的外れな返答もあるが、疎通取れている。

・竹内　恒子様～バイタルサイン著変無く、酸素飽和度の低下、その他身体不調訴え無し。食事はセッティングにて自力で各食2/3程度摂取。点滴トラブル無く経過。
